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Nol500(VindFempe-Del),|357(Kawamura),|280(OSE),1348(RhapsodyVivace),1767(Muso),4785(Sorcery)
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戸塚宏氏のWingofYamaha
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6HにはWing

ド太平洋横断レース参加の各艇は9月21日，サンフランシスコをスタートした,llli!調に快走,10)l

ofYAMAHAかトップでハワイを通過,!"<"後を追うSunBirdⅥとテ’ツドヒートを演じながら，
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111.J<a6500"の中ばを過ぎた。これはスタート前後の各艇のスナ､ソプである｡ハワイー沖繩レースは101112H12:00

ホノルル沖をVindFempe-Del，KAWAMURA,OSE,RhapsodyVivace，Muso,Sorceryの6艇がスタートした。
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|昭和51年度当協会予算編成に当たっての報告財務小委員会名和幸夫｛
し､-～-,-へヘヘヘヘヘヘハーヘヘヘへ～～-,-へヘーーヘハーヘへヘーー､ヘヘハーー､ヘヘーヘヘーー､_～-､_入へへ～-､～-､_～-､_～-､_～-,-～－~ヘヘヘヘヘーヘジーヘヘヘヘーーヘへ～､_へ～－ﾍﾍﾍー ﾍー ﾊS

総務委員会の中に世かれ

た当財務小委員会は，事業

袖助金の申請を10)1末に船

舶振興会に提出しなければ

ならない為，例年のように

8月中旬より，昭和51年度

予算案の作成作業を続けて

まいりました。予算案は協

会活動の根幹となるもので

あるからには，以下のよう

を保ってきましたが，それがくずれて艇の登録のわり

には会員数がのびないという結果が出ています。

当協会の収入には，これら会費関係収入と別に，計

ill'l*|,レース参加料，安全検盃料といった‘協業収入が

あ'）ます･各専問委貝会によって行なわれているこれ

ら11業橘動は，大きく分けて，レースを項迫ﾆｭｰ進めに

1直接間接に必要な,一レーース委貝会，計測委貝会､－－麦全

委員会．レースルール委員会，通信委員会等と_＝社団

法人としての当協会が存続していくのに欠く一二_とので

きない，言いかえれば，レースに出場する会員もそう

でない会員にとっても，区別なく必要と好えられる委
ご

典会，総務委員会，法政委員会，泊地対策委貝会等に

分けられます。当委員会では会背関係収入で管理fYとへ．
綾者に属る委員会の活動世にあて，事業収入でレース

鰈鯆郷際倉無考え…にLて千
以上にかんがみ，51年度予算を試算しますと，レー

スIMIj"jf業費の女川が収入を大｢IJに上まわりそうです。

従がってレース関jf-.If業の大巾な不足分の一部とし

て，本年度の事業袖肋金(530万円)の実績に雌づいて，

51年度は650万程度交付される事を期待していますが，

それだけでは不足分を充当できないので，レース関連

Ilf業の料金を若干改定し均衡させたいと思っています。

このような必･えで，会'"収入旗び智瑚'"の関連をほ

ぼ均衡のとれる数'ﾅﾆになるように糊成したいと思って

います。

以上51年度予算糊成のﾉ,喋本的な考え方をのべて来ま

したか，編成作業中，地ﾉ支部からの事業I汁1u及びそ

れに雌づく予算書が期根を過ぎても本部にとどかず，

地ﾉj支部については触れられませんでした。

川鯏醗職鮮謡ま重態を確鰯へ

あるからには，以下のよう名和理事

な報告は，会報等を通じてより傾繁になされ，会員各

位のご検討，ご批､卜llを仰がなくてはなりませんでした

か，これまでの当委貝会の怠慢は，今後のこのような

報告を怠らないということで，お許しいただき度いと

思います。

当委員会の予算細成の作業は，各專|川委i』会より提

111された昭和51年度の!|f業計画にj,lきづく予算をj!f礎に，

IIH#[149年度の決算及び本年度_l:¥!りlの災絨を分析し，

liij年度のそれとの比較することから始めますが，その

結果明らかになったことは，過去数年|洲1消突にのびて

いた，会員数，登録艇数及び，レース出場艇数が頭打

ちになったことです。

この傾r11は，例のオイルショ､ソク以後の日本経済の

停滞と時期的にピッタリ符号します。

ちなみに鳥羽レースへの出場艇数及び会i!数の動き

を追ってみますと，別表のようになります。

〔別表｜〕鳥羽レース実績

j川人ji数

422人

593

703

619

８
９
０

４
４
５

いしておきます〔別表2〕昭和50年度の新入会者の推定

49年度

7月末人会者345人

8月～12月入会者91ﾉ、

斯入会員合計436人

50年度

7月末入会者313人(79%)

8月～12月人会淵65人(21%)推定

新人会員締|・378人(100%)推定

(79％）

(21％）

100＃6）
第49回理事会開催

10)14日,NORC本部において第491111JII!|I;公か|)MM

された。‘淡越は「1975年世界クォータートン選手椎レ

ース視察報告(,;¥fl11別掲)」「サウザンクロス力､ソプ選

考･"iifr(別送アンケート参照)」「海洋博レース報告」

「船舟l'|安全法．峨典法と抑洋博レース｣｢51年度予算案」

禅の‘淡)辿が稀縦された。

なかでも,｢HIMI'|安全法．職貝法」については,NO

RCにとって故jIt要の,猟迦として断しくう．ロジェクト

チームを組んで，枝械的に取り組むﾉj針か打ち出され

た。

これを見てlUlらかなように．ノア年はわずかですか，

|昨年を下まわってしまいました。ここに象徴的に表わ

れているように今後はこれまでのように，毎年会員、

新艇登録（以一ド公'州則係収入とする）による収入を10%~

20％もの伸びを兄込むということはできないでしょう《

特に関東支部においては泊地不足が窮械をむかえたよ

うです。たしかに斯艇の登録はかな')ありますが，代

枠えが多<,|II艇は|兇1束支部以外にｲ-｣:<か、断しいオ

ーナーが当協会に入らない場合が多いようです。従か

つてここ数年米艇の盗録と新入会i!の数は一定の比率

（4）
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山田副委員長高城委員

へ

クォーター|､ン力､ソフ”75は7月11Hより23日までフラ

ンスのドービルに13f1l:1･43艇参加のもと開催されま

した。1978年同クラス世界選手権大会日本開催が正式

決定しており，その準伽の為NORCより本レースの視察

に派遣されましたので以下の通')ご柵｣fいたします。

1.視察員山田敏雄レベルレース委i!会昌l1委員踵

高城昌彦〃レース委貝

2.視察日程7月8日～7月25日（％～13計測,"20

浬レース，蕊オリンピックコース,%100

浬レース，恥オリンピックコース,7f6200

浬レース，既表彰式）

3.視察内容

A)タイムスケジュール･…･…･開催決定より間樅ま

での＃WIllilﾉ1答およびHfIIL

B)組織………準伽段階の組織とレース運営上の組織

C)サービス………宿舎・チャーターボート・メン

テナンス・ボートヤード・サプライヤー・医療関係・

辿関・怖送案内

D)予算………黄金調達（スポンサー)･全体予算・

__〆レース遮営予算

E)その他…･･…･計測と安全検在・パーティー･llil

内予遊・支援団体(1i:隊)･各|玉|クォーター|､ンの実

態・78年の参加等のアンケート

4.視察内容の報告および考察

A)タイムスケジュール

75年世界選手権大会フランス|淵催は'1本の場合とl,1

じく3年ijijに決定。

開催地は非淵･に遅く去年11月に決定，候補地として

はラロッシェル・ルアーブル等があったが前者はラ

ロッシェルウィーク来年OneTon世界選手椎附樅

等で盗金的な問題，後満は場所の|IM迦等で難行し妓

終的にドービルに決定したとのこと。

78年の問題………日本に於ては本年度中か遅くとも

米年6)l頃までには,IIM催地を正式決定し具体的唯

伽に入る必要かあると思われる。

(5）

B)組織

①唯伽段階の組織………去年11月開催決定後ドービ

ルヨットクラブ会踵・ミレー氏を中心にスポンサー

探しを行い，本年5月未に兄辿しが立ったとの甥で，

その後レース運営の組織を綿成。

②レース運営上の組織………印象としては非常に少

ない人数で手ぎわの良い運営を行っていたと思う。

計測・レース連'i;{．（コースコミッテイー)･ジュリー

等全体で18名経で巡営，各部|Ⅱlのチーフに秘書が1

名，秘書はヨ､ソI､を知っていることと英語を話せる

ことが条件である。

これらは直接のレース運営組織で陸上の受付・宿舎

の手'1.等はドービルヨットクラブのメンバー10名程

が，レース運営上の陸上諸事務(出艇リストの受付・

記録蟠理等）はスポンサーであるゴロワーズよ')派

遣された女性7名が全て行っていました。

78年の問題……･･･レース連'関.上の組織は78年に入っ

てからでも十分lll1に合うと思われますが出来れば77

年に行う予定の岡内予選の時に決定しリハーサルと

してレース運営を行うと良いと思われます。準備段

階の組織は，早急に作り場所の決定・スポンサー探

し等を行う必要があると思われます。

③コミティーボート等…･"…レース運営に使用され

ていたボートは全部で4艇その内訳は,(1)コミッテ

イーボート(2)ジュリーボート(3)マークボート(4)コン

トロールボート（兇物艇監視ボート）で，これらは

全て1t間のボートでこの他にフランス海軍の軍艦が

コースガイドとして出艇していました。

78年の問題･………開催地にもよりますがコミッテイ

ーボート・マークボートには，イⅡ当強力なものを準

1I#iする必要かあります。又ジュリーボートには一番

良いボートが使用されており（盾･住性の点で)名･える

必要があると思います。自衛隊に協力を要‘蒲すると

しても上記4艇については触迪'|ﾉ'3を考えると災間の

ボー|､が最適と必-えられます。

C)サービス

①宿舎………今lulのレースはホストクラブであるド

ービルヨ､ソトクラブの隣りに建没された新港（ドー

ビルマリン）をベースにして行われ，そこの分綴マ

ンンョンが選手捕舎に当てられました。しかし，未

完成のところもあり，全選手を収容することが川米

ず一部はキャラバン（キャンピングカー）に宿泊し

ておりました。

このドービルマリンもスポンサーの1つとして宿舎

を全im提供することになっていたのが工事の遅れよ

’)それが出来ず，ドービルヨットクラブのミレー会

侭も術舎のことだけが不満であるとの半でした。
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参加選手は，宿舎の良し悪しについては問題にして

おらず，レース終了後の交流の場所のない不満をの

べておりました。

②チャーターボート……･･･今回のレースにレース委

員会としてチャーターボートは準備していないとの

事でした。日本からエントリーした2艇も化I人的な

関係でチャーターをした様r‐です。

レース委員会の人達の意見では遠来の選手を歓迎す

る意味でチャターボートを用意するならば無料にす

るべきであろうとの意兄でありました。

78年の問題………各国の選手の大方の意兇として，

初めて開催する日本のレースに艇を輸送するのは考

えものだし又大変である。もしチャーターボートを

用意するなら参加選手も岫えるだろうとのことでし

た。このことから考えてもI玉l内予選終了後進にもれ

た艇をチャーターボートとして用意する必要がある

と思われます。

③メンテナンス･ボートヤード･サプライヤー………メン

テナンス・サプライヤーについては，ハーバーの内

外に船具膣があり必要なものを買い求め皆|'|分達で

修理等を行っておりました。ボートヤードについて

は各バースに近気水道の供給設備があり十分であっ

たと思われました。

しかしロングレースの後それらを皆が一斉に使用す

ると水圧・嘔圧が低下してしまうという問題は出て

おりました。

78年の問題………メンテナンス・サプライヤー・ボ

ートヤードの件は78年の|淵催地を決定する大きな問

題であると思われます。部品の供給さえ行えれば大

方の修理は''1分達で行えると思います。

ボートヤードに於ける，′I唾(水道の供給は絶対に必

要なことであり，開惟地にない場合は、バッテリー

単．給水小を用意する必要があると思います。

③医療関係…･……今回のレースではドービル．｜､ル

ゥービルの摘院に手配をし受入れ体制が作られてお

りました。又常時，医朽・石I准婦2～3名がハーハ

ーに常駐し応急手当をする準備をしておりました。

78年の問題…･…･･日本に於ても同様の準術をする必

要があると思います。

④通関・輸送･……･外|lilは辿間に関してはあまり神

経を使っていない印象を受けました。艇の輸送に関

してはｲ||:､I1きめ細<"1'iliを行っており，スポンサー

jgi)トラ､ソク2台の提供がありそれでルアーブル港

よl)陸送を行っておりました。

78年の問題……･･･税関に対しては早めに下をｲ1.ち，

スムーズな池IMIが川米るよう雌術する必要があると

思います。又艇の輸送に閲しても同様なことが云え

ると思います。

⑤その他サービス………プレス関係の專川のデスク

が唯州され亨川電話がり|れておりました。また，銀

行の窓llが,没慨され,|'l'i枠等のサービスを行ってお

りました。これはヨットクラブより銀行へ依頼をし

て開設したとのことであります。

D)予算

①スポンサー………今回のレースには，タバコ会社

のゴロワーズ，シャンペン会社，ドービルマリーン

の3社がスポンサーとなってお|）ました。サポート

の仕方は非常にスマートで世界選手権という関係も

あり，マークに名前を入れる等のことは一切行って

おりませんでした。スポンサー3社で総経費の％以

上を負担しているとのことでありました。

典体的には，

ゴロワーズー単7台（シトロエン新車)；運転手兼

務のホステス8名；無料タバコ；艇輸送用トラック

2台；記念Tシャツ。

ンヤンペン会社＝パーティー飲み物一切。

ドービルマリン＝選手の宿泊一切。 へ

②全体予算総経悩………経蛮は全体で現物費用も含

め，約200,000FF(日本円で1,400万円)………ドー

ビルヨットクラブが50,000FF;FFV(フランスヨ

、ソト協会）が15,0000FF;スポンサーが135,00OFF

とのことです。

ドービルヨ､ソトクラブおよびFFVで調達した65,000

FFは主に本部lllllの枇用，つまl),レース運営fY・備

仙・計測・役員の手当等に使用とのことでありまし

た。

78年の問題････…･日本に於ても総体で1,500～2,000

万円の礎用がかかると考えられ，理解のあるスポン

サーを探す必要かあると思います。ゴロワーズもシ

ャンペン会社も日本に於ける世界選手権に非常に興

味をもっており，サポートをすることは可能である

とのことでありました。

76年の世界選手樅に再度視察貝を派遣し，アメリカ

のレースを兄，その後具体的にスポンサーを決定す

ると良いと思います。

E )その他へ

①,il側・安全検代･･……･i;|測（セール計測・リグi汁

ill'1)･安全検介とも非常にシビアーに行われておりま

した。74年の世界選手権でｲ丁われた復原力のテスト

は今回行われませんでした。

セール計illl1はハーバーより車で5分際の体育館で又，

リグI汁測・安全検從は艇のところで行われました。

！;|測は全て唯伽光了した艇が登鍬をし．日時を指定

されて行われました。

セール計1!l'1･リグI汁測は各艇のデーターシートに）,f

づき実測で計られました｡安全検介もリストにより各

艇全てのものについてチェックされました。

又，セールI汁illl1に於てスケールアウトのセールに対

してその場所を全てマジックインキでどうすればパ

スするか指示しているのには感心させられました。

78年の問題･…･…･日本に於てもシステムを決定し，

l1il内予選の時に本需辿りのことを一度行ってみる必

(6）
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要があると思います。

②パーティー･･･……施設が完全に完成していないこ

ともあり，2回のパーティー共非常に簡単でありま

した。食べ物はなにもなく代わりに飲み物だけは極

々ふんだんにあったのが印象に残l)ました。

③国内予選･……･･各国ともばらばらで予選なしに参

加している国もありました。フランスに於ては1回

のエントリーのリミ､ソトが10艇というルール改正の

周知がおくれトラブルが出たとのことです。しかし

最終的には，ラロッシェルウィークと世界選手権の

直前にドービルで行っていた，クウープ・ドゥ・フ

ランのレースを通して選考したとのことです。岐後

まで決定しなかったので艇の整術等で問題が残った

との意見が出てお'）ました。

78年の問題…･…･･チャーターボートの準備等を考え

一ると77年の秋には日本の予選を終了している必要が

～あると思われます。又それを正式なリハーサルの大

会として行えばより良いと考えられます。

④支援卜11体………今u'1のレースでは海申と海上保安

隊がレース全体のエスコートを行っておりました。

78年の問題………自衛隊・海_上保安庁にはレースの

エスコートを依頼しなくてはならないと思われます

ので,,'ll来るだけ早い機会に折衝を開始する必要が

あると思われます。

⑤78年参加希望等のアンケート""…･日本での|)M催

についてのアンケートを作成・配布しましたが，全

艇から|可収することは出来ませんでした。

総務委員会・通信委員会のお知らせ’
かねてよ')申請してお'）ました「外洋ヨット用海岸

局」が9月22日関東電波監理局の検査を受けて合格し

今正式に認可を得ました。
所在地：三浦市三崎町小網代1241の1（月光ハウス内）

一

名称：（社）日本外洋llll走協会所属三崎海峠局

i1乎出名称：三lll奇ヨ､ソト

通信相手:NORC所属船舶局

運用開始:10月9日第8回八丈鳥レースよl)

周波数等:2182kHz･･…･電力A3J50W

A3H12､5W

2150kHz･…･･電力A3J50W

注意半項:@2150kHzはヨット相兀の船間通信は禁じ

られています。船間波としては従来辿り

2638kHzが使用できます。

②通信の相手方指定変更（通信の相手方に

新たに免許人加入団体所属海岸局「三崎ヨ

ット」を加える）を未だ行っていない船舶

吋は「三|IIHiヨ､ソト」との交信ができません

ので、至急通信委員に連絡の上手続きをし

て下さい。

しかし大方の意見では日本で開催されるレースに非

常に興味を持っており，事情が許せば是非参加した

いとのことでありました。

まとめ

今回の視察に関しては，ドービルヨットクラブのミ

レー会長はじめレース委員会の人達が非常にあたた

かく親切に我々を迎えて呉れ，当初予定した視察項

卜|についてほぼ全項目見ることが,11来たと思います。

実際のレース連常に関しては特別にジュリーボート

に乗る事が出来，マークのセッテイング，スタート

の問題等，勉強になl)ましたし又インターナショナ

ルジュリーとのi満の中からもレース運営に対する考

え方等を学ぶことが出来ました。

陸上に於ては一番気になっていた計測の問題もセー

ル計測・リグ計ill'l･安全検査とも実際計測を行いな

がら説明をしてくれた為，計i11'1に対するシビアーな

物の考え方が良く解りました。

又，スポンサーの問題に関しても世界選手椎大会に

対するスポンサーの態度，又そのサポートの仕方を

その場その場でii兇明をして呉れ大変為になったと思

います。

78年の世界選手椎大会は日本では初めてのことであ

り，今から準州委貝を組織し，明年の大会に再度視

察に行き，ヨーロ､ソパのレースとアメリカのレース

の良い点を学びM本独自のものを作り上げれば必ず

立派な世界選手椎大会が開催出来ると確信いたしま

した。

’計測委員会からのお知らせ ’
76年度新計測料金

計illll料金は76年1月1日より下記のとおI)改訂され

ます。

〔1〕全計測料金

25フィート全計測料金¥60,200

30"¥65,000

35"¥70,000

〔2〕標準船体計測料金

ナショナルスタンダードハルを有する艇

¥20,000

〔3〕再計測料金

トリム修正￥13,800

リグ及びセール修正¥9,000

[4]i汁測実施手当は、オーナーが直接計測典に支払う。

（7）
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囮現行免許制度について囮。常務理事山口久次
と思われます。

（4）一般船舶では船の大きさに応じて，人命財産を

搭城しかつ営業行為を行なっており，航行区域と

船の大きさに応じて職員の資格を与えることは妥

当でありますが，外洋帆走艇の場合は不特定多数

の人命財産を搭戦しないのが実態であり，従って

帆走艇の大きさによる船舶職員としての峨務内容

には大巾な格差は認められません。

3．乗船履歴の必要性

海技免許の資格は小型船舶関係を除き，すべて乗船

履歴が受験資格の条件となってお'）ますが，特に外洋

帆走艇，艇長資格を定めるためには，帆走艇の乗船経

歴は極めて重要な要素であります。

しかしながら，現行法ではプレジャー用船舶の乗組へ

貝は船貝法にいう船員ではないため乗船履歴の実証は

不可能であ')，従がって帆走艇に特に必要である帆走

艇の経歴が現行法上生かされておりません。

まして総トン数20トン以上の外洋帆走艇の法定職員

は，ヨット乗りの経験者からは免許取得の途が全く塞

がれている事実は当協会の有り方に重大なる問題を投

げかけているものであります。

当協会の記録その他なんらかの方法で，帆走艇によ

る来船履歴を承認してもらえるようにしたいと寺えま

す。

4．－級小型船舶操縦士免許について

（1）法改正時の経過措置

法改正以前に既に外洋帆走艇の船長として運航

に従鶚していた会員も，「業として運航に従躯して

いない」なと・の理由で法改正時点の優遇描置が講

ぜられておりません。このため長年船主，艇長の

実績のある者でも現在全く新人として国家試験に

応じなければなりません。

（2）職員養成地役へ

第1種船舶職員養成施設は省合に定められてあ

るが，1級免許のための施設は未だに|刑設されて

おらず，また近く開設されたとしても，改正以前

の経歴者は社会的にも多忙な職につき，定められ

た時間数の講義を受けることは事実至難なことで

あります。

(3)Ifl家試験

このため職員養成施設に入ることな<I"接国家

，式験を受けるとしても試験で要求されている学課

及び実技の内容が極めて高く，これに合格するこ

とは至難であります。ことに実技試験に用いられ

るテスト用の船は15トン以上の動力船であるため、

外洋帆走艇の安全を図るために免許を必要とする

会員の立場から兇た場合！むしろ帆走艇による実

技,武験の方が適当であると思われます。

5．小型船舶操縦士免許の限定措置について

船舶職貝法の一部，主として小型船舶の免許ilill度が

新たに設けられ，実施に到ってから1年以上経過しま

した。この間当協会は所属会員に対し新法の周知並び

に指導に努力を重ねて来ましたが、帆船としての特蘭

並びに外洋帆走艇としての特質を十分生かされていな

い現行法では到底追従でき得ない半項か未解決のまま
残されています。

それらの問題点を列挙してみると大略次のとうりで
す。

1．帆船の特性

およそ船舶は有史以米20世紀の初蚊に到るまで，踵

期にわたる帆装の時代を経て漸く動力船時代を迎えた

ものであ')，帆船の特蘭はすべての人が周知している

所でありますが，わがII1の場合機関を備えた外洋帆装

船からifi:ちに動力船時代に入った歴史的背景に加え，

海事関係法会は営業行為を目的とした商船．漁船その

他船舶の出現に合わせて順次必要法令がilill定され，法

制定のそれぞれの時点においては帆船に対して特に配

慮する必要も無いまま動力船を主I岫とした現在の|11係
法令が尖施されているのが実情であります。

一方において近年プレジャーボート即ち外洋ヨット

及びモータボートが激蛸した結果，小型船舶関係の免

許改正か行なわれたものですが，いわば動力船である

パワーボートと帆船であるヨシ|､を混交し同じ枠の!'』

に含めてある所に堆本的な不合理が生じているもので

あり，帆船としての特『'Iを現行法に導入する必要性を
1南感します。

2．外洋帆走艇の特性について

外洋帆走艇は帆船でありますが，さらに次の様な従

来の帆船とも異なるImも併せ備えています。

（1）外洋帆走艇はllil際的な海洋スポーツであり，今

後ますます各1KI1ﾊlの交流が嘘んとなり，レースは

すべて、際ルールによ')画一化されている。

（2）競技艇は艇踵を!''心として綜合的に一体とな')，

それぞれの持場を守り技量を競い巡航に従1fして

いるが、乗組uは服酬を受けていないので船ilで

はない。

（3）動力船はもっぱら機械力により航行しているた

め除峠からの距離が，その船の航行区域を定める

上に凧要であるが，これに｝えして帆船ではもっぱ

ら筑象海象のｲ].効なfI順によって航行しているた

め，洋上における機関の故|章は帆走艇の安危に1A：

接関係はなく，しかも過去の遭難‘腱例は，ほとん

ど､ド水又は沿海Ⅸ域で発生してお'）ます。

この様な,If'jﾐにかんがみれば，陸岸からはむし

ろ離れたﾉJが船の安全が保たれるものであ')，他

の‐・般船舶と全く趣きを異にしているものであり，

安全の兇地からみて‘ド水と沿海各区域の格差はIﾘ]

らかでありますが近海区域以連の格差は無いもの

（8）
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許者を他から導入しなければならない。

（2）機関は小馬力で且つ洋上では使用しないのにヨ

シ|､経歴のない耽業的機関士を雇い入れなければ

ならない。

（3）外洋帆走艇の備えている無線通偏機はSSBの2

メガ帯極度のものであるが，遠洋区域を航行する

場合甲種船舶通信士が義務づけられている。

鋪3種の従業制限の漁船でも丙繩船舶通1i;士を

その資格として定めてある。この実態と比較して，

外洋帆走艇の実情に全く適合しない。

■関係官庁への働きかけ

上記の問題点につき，次にのべるような諸点につき

改正方を，関係先へ陳|､lii中であります。

1．帆船としての外洋帆走艇の定義を船舶職員法関係

法令中に明記願いたい。

2．一級ﾉ1,型船舶操縦-|合免許の|ﾉ1容が，外洋帆走艇の

実態に適合し，船舶航行の安全が図れるよう改めて

‘職きたい。

3．総トン数20トン以上の外洋帆走艇で遠洋区域を航

行するものの法定職貝について､船涯・一等航海士

及び機関長・一等機関'ずの職興は一級小型船舶操縦

士2満で足りるよう改めて,城きたい。

通11板の峨典は,'l'繩船舶im信士に代り，特殊無

線技師・無織:世括甲，1名で足りるよう改めて,枚き

たい、

小型船舶操縦士の免許は帆船と動力船とi'lij種類のも

のに共用できる'll広い免許であると解せられますが，

むしろ，その拭験内容からみて，’乢船のことを考えな

いで作られた免許と見るべきであり，外洋帆走艇の安

全運航に適合しない要因が，多分に含まれています。

外洋帆走艇の袖助機関は出入港時並びに洋上では無

線辿信機，航海灯などの'IE源補充のみに逆転されるも

のであり，しかもその補助機関は10馬力経度のもので

あ'）ます。従がってこれらの免許は外洋帆走艇の実情

に合う試験内容とし，また実技試験は帆走艇を用いて

操船技術を実施するなどの具体的な試験方法により，

免許は帆走艇の連航に限ることとする等の措置を溝じ

てもらいたいと考えます。

6．積量測度規程について

船の長さ20メートル未満の船舶の積量!l'1度はこの規

一繩によ')，上甲板下の積量は次式が用いられている。

長さL×巾B×深さD×係数0.62

ここにいう係数は油槽船、貨物船，漁船などあらゆ

る俺類の肥痩係数の平均値でありますが，ヨット'41身

の平均的係数値は0.4程度と思われます。

従がって20トンを梢々オーバーした帆走艇の実際の

総トン数は20トンに満たないという結果になI)ます。

7．総トン数20トン以上の外洋帆走艇の問題点

（1）会貝によるヨット経歴が認められないので，法

定職員はヨットについてなんら知識経験のない免

2.船の11l(B)船体競広部において，肋'|'卜の外

liliから外liiiに至る水平距離

3.船の深さ(D)船の踵さの中央において竜'|ｻの

止1mよりltII'板梁の舷側におけ

るlalmに至る雄!rl:距離

上甲板~ド容枝の算式(1)

L×B×D×:搦修繩}×0353＝トン数(1)の

他上II1板止蔽|ﾉ|された場所(2),附加物の答械(3)これ

らのfIIか総I､ン数となる。(1)+(2)+(3)=総トン数。

外洋帆走艇に関連のある法規中の重要数値

積蜘11'|度規f,!によるlとさ，トン数が定まると，これ

を堆唯として船II'I安全法，船舶職i!法その他の法令の

適用のlﾒ:分がなされている。

l.総トン数

5トン未iIMi船籍票不要，推進機関をイI-しないlll)L"

は峨貝法除外（法附則15）

5～201,ン船溌票が必要

20トン以上船舶l'il"!弊必要

2.船の踵さ

12メートル未i,liliIMI'l安全法除外

12メートル以上〃適用

20メーI､ル木iilij簡易桔蜘1llⅡ墜規fIILで偵姓を算出

する

（今11頁へ続く）

門L-p司陸…－国的Ⅱ編韓■ﾛ韓･_李可檸肺H鄙望弓ﾛ---■南…日韓ロー鐸I……肉h－ｰ一M…耐hⅡ函個両I……両

度Ｉ渦三重積と
壺
一
不

th‘…,u'ﾛⅢIﾛ.,..‘ⅡIDI岡UIB‘叩.､IIqppD牢
lpIhIlll

船籍票

総トン数5トン以上20トン未IIMiの小型船舶は郁道li:1:

I,↓知-‘膳の発行する船籍票を受有しなければ船舶を航行

の1Wに供してはならない。′l､型船舶の船籍及び積並の

illll庇に関する政令で！この様に規定されている。

~Fi記名項を記戦した船籍票を受けることとなる。

△1船舶の繩餓（汽船帆船の別）

2船橘

3船濡港

△4船舶の低さ,IIJ及び深さ

△5総|､ン数ﾉ史び純トン数

△6機関を有するものは，その俺顛

7）肺ｲl.者の氏満又は橘称及び住所

8進水の年11

積量の測度

船のLとさが20メー|､ル未i,liliの船舶は簡坊船舶枝III:ill'l

庇規繩によってllhの禎駐の出しﾉjが定められているが，

要,'､'､(だけを紹介する。

1.船の隆さ(L)_kII1板梁上において，船前村の

ijijliliJ<I)11ilも村の後liliに至る水

：､|柵'1雌

（9）
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;吃水,ｵｰﾅｰ名,ﾌﾘｰﾄ,その他の順#
l

↓t_"漂一瀞…ｧ…頭一旦震一旦軍…一旦ｧ話奄gアー霊恥旦妻…雲牽夛く謹震…要需玖旦諄…一旦澤奉扉一瀞…ｧ…軍…篭手員

1459楽波（さざなみ)Sオセアン226,650X

5,500×2,400×1,300城章（共lil)琵琶湖艇潴の

lll*:われわれのIi属する琵琶湖ヨットククブの本拠地

にちなみ，万葉集にでてくる近江，志f!(,長等，三井な

ど琵琶湖南西岸の地名にかかる“さざなみ”の（細波，

小波，迎，佐々奈兄，楽波）の中から選んだもの｡抱負：

艇端辿り波を楽しむが，シビアーなレースも腱|刑したい。

ｸﾙー ：隆件川和之,吉本f"),小橘jf,大塚'|､i'i光。

1626MONPETIT(モンプテイ)SN260

7,900×5,900×2,650×1,500藤倉菩之佐Nルマリーナ

艇名のIII*:シャンソンを愛しているのでそれからとり

ました。抱負：クルーを養成しながら少しずつレース経

験をつけたいと思います。クルー：藤介|場（長男),関英

夫liij艇サンタクルースのオーナーであった中元正助。

1670REDBARONSエクメスポーヅ7,950

><5,900×2,650×1,500木~|､.降一郎（代表)博多（今

雌港）艇名の｢ll*:艇の色があざやかな赤であり,3

名の協111オーナーの-f供達の推篤により命名,赤い男爵。

抱負：数多くの艇に唯')かえたけれど，やは')あと10年

はレース!|'心にやろうと思います。1978年Qトン惟界選

手権にはぜひ参j川できるよう腕をみがきたい。クルー・

木下介二（協同オーナー),光安l成尚（協'11オーナー)，

木下哲郎，森本義夫｡NORCへの要望:稲岡ﾘi4地方にぜ

ひ支部i没_,)皇お願いします。

1691八潮Sオセアン257,490×8,800×2,550

×1,500北野圭祐蒲郡抱負:レースは鳥羽レース参

加希望。レースだけでなく芥地のNORCの方々との交流

も希望。クルー：全興か競技スキーの選手，スキーメン

バーから|‘1然発生したクルー。

17001NDIGOSエクメスポーヅ8,000×5,900

×2,650×1,500iⅡⅢ崎勝一西'門艇私の由米:Indigo

は濃紺の,ば。深みのあるヨットライフを送l)たい｡抱負：

地道なi'炎な勝利。クルー：呰さん｣,"llなタイプ．のﾉば

かり（？）。とにかくウイスキー，酒，上.－ル．ワイン，

それに食道楽のﾉjばかりなのでヨッパライ船。NORCへ

の要望:ﾚー ｽ服i'i･ｲ蒲|-報{I『ばかl)でな<,もっと色々

な情報を会員に流してほしい。たとえば．IORのMKII

は，現況は,MKIIの内容は，等々。

1716MANTASパサトーレスポーヅ8,600X

6,450×3,040×1,650谷伸明柵|吋（玄界)艇満の

lll*:えいの一繩。抱負：今まで小鯏艇に采っていまし

たが，夢であったクルーザーに転lf'lしました。クルーザ

ーの躯は良く知りませんが，なんとか人並みに走れるよ

(10）

うにな')たいと思っています。クルー：確定していませ

んが，学生時代の経験希でなく，ヨ､ソト好きの若者を乗

せたいと思っています。

1725CARINOWSスカンピ8,970×7,000X

3,000×1,580古川浩二琵琶湖艇名の由来：スペイ

ン語のほほえみの意，店の名前エビスヤとをかけて。抱

負：できることならノンビリと海へ出て乗ってみたい。

クルー：水野稚夫，小野善夫，ホマイ英夫。NORCへの

要望：人間的なつなが'）を重視してやってほしい。

1730MILLERSPECIALSM&W329,900x

8,170×2,970×1,520馬場匡尚松艇渦の由来：M

&W32の最新の設計図で，特別入念に造りましたので。

クルー：山根fll勝，本光男，青柳省吾。

17340RIONIISカバリア9,760×7,320×2,

970×1,600河合昭典衣浦艇埆の由米:1世に続き

会社渦より｡抱負:東抑支部や行ﾌﾘー ﾄ全ﾚー ｽにf吟
場し，ドンジリを走')たい。

1735桜工S8,550×6,400×3,050×1,650小林

和茂小網代艇名の由来：日大理工系ヨット部使用艇

ゆえ，日大の校章の桜，工学系の工をとり命名。抱負：

’7:生のヨ､ソトとして許す範囲レースに参加し，練習の成

果を発輝したい。クルー：日大理工系ヨ､ソト部OB及び

現役。

1736CALYPSOSエクメスポーヅ7,900X

5,900×2,650×1,500本間明和館山艇名の由来：

ギリシア神i活よりカリプソの島に住む妖精の名。抱負：

全レースに出たい。クルー:141術隊員か交杵で乗る。

1739LEAFIISインペンサブル9,000×7,300

×2,850×1,700竹内股三郎徳‘|ル艇名の由来：忠子

の推典か考えたもので，木の葉のごとくヘヘー､。I枇（オ

セアン25）か半年もたたないでIIになるのは,．息子に感

化されて親の〃が夢中になってしまったため。抱負：徳

I的外洋帆走ｸﾗプのﾚｰｽはもとより,関西地区のNO-

RCのレースに槙極的に参加予定。また今秋は沖繩への

ｸﾙｰジﾝグを計画中｡ｸﾙｰ:ｼｰﾏﾝﾗｲﾌの瀬)'ｰ

洗城をはじめ，山本隆三など徳'約のヨット狂が乗る予定。

レースに優勝して時計をもらうのが目下の宿願。高い時

ii-l･代ではあるが･･･…。NORCへの要望：関1)[i地域での外

洋レースが少なすぎると思う。徳Kルー室戸一潮の岬一徳

,Ijﾙという本格的なレースをや｜）ませんか。

1740CHARLIEBROWNSBW308,960×7,100

×3,040×1,680片岡安彦グリーンクラブ、艇名の由

来：ファミリークルーージングがl1的。抱負：ファミリー

からレーサーへ。クルー：片岡，二紫i'l'j'求族およびヨ､ソ

ト部後推。

1741HANDSOMEIIISPION8,990×7,100X

2,930×1,720羽根央朗（代表）大lll苛艇料の由来：オ

ーナーの容貌より。抱負：クルージングはもちろん，レ

ースにも参〃|Iし，技術の向上，人間性のlfil上をはかると典

に．11本のヨット界に粁与したい。クルー：佐々木茂(|ルカ

l,ilオーナー),>jj根源作（協同オーナー),根峠良廣＃職'二
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寛，大lll忠捌。

1744雪風IISSCOTCH8,900×6,900×2,900

X1,650斉藤昌邦湘南港艇名の由来：不沈の駆逐

艦雪風号から名をと')，絶対沈まない速い船ということ

で命名。抱負：工世の時は事|IIIjがあってレースに川場で

きなかったが雪風IIはNORCレースに大いに参加して橘

蹄したい。クルー:1111沢一夫，川中桂吉，斉藤晧保，小

野寺紘三郎,風間'攝雄,柴ll1勝,二水頌二,深山伸一。

1747RUNTHROUGHIIISパサトーレ8,550

><6,400×3,050×1,650松本Iﾘj関西ヨットクラブ

クルー：スキッパー…諏訪禎男，クルー…桝旧陸井上

富夫,赤井一夫,内旧政巳,氏家豊以上JMPﾁｰﾑ。

1748PETITESUITES9,250×6,700×3,000><

1,650川｣舟義之Kh制(的失)艇名の由来:ドビユッ

シーのピアノ曲よ')。クルー；森保彦，森通保，川脇誠

一之，岡本太一，水Wi･茂生，古池義幸，岩川和夫。

1748双陵IISヤマハ308,970×7,000×3,000

×1,58O駒井策郎琵琶湖（柳ケ崎）艇名の由来：

共同オーナーと同じ出身である京部府立医科大学の教養

1獅呈のあった地満よ')。抱負：脈でのクルージングと琵

琶湖でのレース。クルー：京都府立医大ヨット部出身が

大部分。

1750HOLLYBLUEIIISスカンピ8,970×7,000

X3,000×1,580揖野酵一琵琶湖艇瀦の由来：Ho‐

llyは日本語で「ひいらぎ」の葱。私の経'j;{.する店の満。

抱負：できる限りレースにHI場し，精いっぱい早く走ら

せたい｡ｸﾙｰ:西山一郎,小良理基郎,井手忠。

1751セルメインSスカンピ8,370×7,000><

3,000×1,580中村博血下lu艇名のⅡ1米：モリエー

ルの主人公の名。抱負：楽しいクルージング。レースに

も参加したい。クルー：樺村,11i膝旧，イ了井，高橘，

｣IL、

一

(今9頁より続く）

適正な資格者の乗組み等

昭和49年7月・貝職第432号船貝局侭辿達抜すい。

船舶の総トン数は，船舶職典の乗組みの蛙礎となる

ものであるが，う°レジャーボートについては，従来必

ずしも総トン数が十分に確認されていない傾向にあっ

たので，う°レジャーボートの輸入業者，製造業者又は

販売業者等に対しては，当該ボートの総トン数を所有

者又は使用者が容易に*l1断できるように、その総トン

数（特に,51､ン未拙iであるか5トン以上であるか）を明

示するステッカーを船体にはる茅適切なｲﾙi箇を‘鴬ずる

よう指導すること。

小型船に対する船舶職員法の全面適用

これまでは，モーターボー|､の一人乗りの場合等総

トン数51､ン未i,liliの旅容運送の用に供しない'1,型船に

は，船舶峨貝法の適川がありませんでしたが，このた

び（昭fu49年5月26II)の改正により，これらの小ﾉ『'』

船にも船II'I職員法がj凶川されることになり，免許受有

(11）

1755NOMISヤマノ､257,480×6,100×2,600X

1,50011i村保西桝艇端の由来:(1)のみは古来よI)

′l,さいものとして例えられるが，その性面はは俊敏にし

て早く走りまた飛べるということ。(2)のみは飲みほすに

通じ，大洋をのみほすという荘大な夢。抱負：できるだ

け多くのレース，ランテ､ブーに参加し，いろいろの海を

経験して，いつか1トンくらいの艇で南大平洋の,Kh々を

ゆっくり巡航してみたい。クルー：小生の親友，後推等

々小生の仕事関係以外の連中。

1756FRANSISCASヤマノ､309,000×7,000X

3,000×1,580五十風一郎油壺艇名の由来:オーナー

の洗礼名「フランシスコ・ルカ」よI)とる。抱負：レー

スに積極的に参加し腕をみがきたい。

1757麻規IISスカンピ8,970×7,000×3,020

x1,580小田泰義西宮艇名の由来：長女の箔。抱

負：レースに積極的に参加し，勉強したい。その中から

ヨットライフを大いに楽しみたい。クルー：私の弟2名

とその友人で構成。

1758CANOPUSSノーリン3410,260×8,150

×3,380×1,880大符良治関西ヨットクラブ艇名の由

来：神の名。クルー：森本悟昭（スキ､ｿパー),井元幹也。

1759ST.APOLLONIAVSビアンカ26う°ロ

ト8,400×6,400×2,600×1,500三谷惇夫西寓艇

名の由来：ギリシア神話の歯の神様。抱負:Qトンレー

スでの上位入賞を|｣標。クルー：大阪歯科大学ヨット部，

及びOBo

1763CARAVFIIESスカンピ7,480×6,100X

2,630×1,500飯陽文雄シーボニア艇名の由来：16

世紀頃スペイン，ポルトガル，トルコなどで用いられた

軽快な帆船の名。抱負：南太平洋の島々を巡ってみたい。

クルー：全員学生時代の同級生で鉱心は知')つくしてい

る。各1'|の性格はバラバラだがよくまとまる。

名･の乗組みか義務づけられました。

この結果、船舶職典法が適川されない船舶は,「ろか

いのみをもって連権する舟｣，「推進機IMIを有しない総

トン数5トン未満の帆船｣，「被えいはしけ」等の一部

の船舶に|股られることになりました。

なお経過的に，総トン数5トン未満の旅客運送の川

に供しない小型船については，昭和50年11月25日まで

は免許受ｲj~#･の乗llみの義務が猫予されています。

（改正船舶雌li法の概要・運輸街船員局より）

あとがき

75年太､|え洋枇IW｢ヨ､ソ｜､レースを契機とし当些|#務Ajで

は，逆輸行との連絡，接渉なと．が額繁とな')，そのさ

い検査測庇,裸，船舶職典課並びに海上保安庁から異'-1

1,｢｣音に船緒票を受有するように，即ち枝l,ti11l1度が現行

法の堆礎であるという1活が川ているので,1乏さ20メー

トル以下の小型船舶の測度のもつ意義について関係文

唯を集めました。II1忽に各艇が船籍票を持たれるよう

お願いします。
（文責征者事務}!,jlll口久次）

』
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1975年全日本レベルレースウイーク

へ

』、

僻…
、 I 蝿串串唱

1

胤

吻
昇

J#鶏歪＝

熱 き
曙

－．，錐…
簿謹

|/4トナー優勝SUNBlRDⅢ3/4トナー優勝天城II(1383)l/2トナー優勝Emillyll

l975年の全日本レベルレースウイークは、9月5日

開会式を行い，％トナー9；％トナー20；％トナー21

と合計50艇が参加し，相模湾上に連日熱戦を繰りひろ

げた。

％トナーでは,1位-2位－1位-2位の天城IIがトータル

40.5点で優勝，3位-DNS-3位-3のMAUPIT|"f32.5点で

2位,Plumerialllが26%点で3位となった。

％トナーでは，1位-1位-2位-2位-2位のEmillyll
がトータル126点で優勝，2位は122％点のADRIANA

OSSO,3位は116.5,'､'､(のJINⅥであった。

％|､ナーでは，2位-1位-1位-2位-1位のSUNBIRD

IIIか|､－ダル135.5'1.!､(で優勝,2位は120%,l.!KのESME-

RALDA,3位は116.5.1.1J:のKO-TERUTERUであった、

~

|/4トナー2位ESMERALDAのフイニツシユ

写真提供舵社

輪5レース

|||同位''.'I数

821

203

1771/2

DNSll/2

186

｜、－ダル

合1汁点順位

3717

3418

321/219

221/220

1921

堀4レース

順位，'.IK数

202

193

184

DNS1

175

鋪2レース

|順位，1.1'(数

DNSl

l84

175

1012

193

朔3レース

順位，1'1.11数

1612

1220

188

DNF2

DNF2

ク
ノ
ー
フ
『
人

朔1レーズ

順位，'.1.1:数

211

184

148

166

’19，3

セール

雷り

タ
11 TYPE艇

'.'I数順位'.''(数

｢･勝V

ZOKU-WILDZOO

|KQ-24

1VELA-24

N-260p

|BIA.26

卿
一
岬

Ｗ
’

３

48BUN－BUNII６
０
２
０
７
６

１
１
１
人

″
″ 1SAVAGE

215２３ 19REV{'1砂1V1608"

(12)

L
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1975年度全日本レベルレースウイーク成績表
|II)L走委i!1を松川菊鮒

ク
ラ
ス

一キァーノリ
ｰノン

瀞一号

鋪1レース’ 弟2レース 鋪3レース 弟4レース 鞘5レース トータル
艇名 TYPE

順位

1

句

｡

‘‘1数l''l" 点数順位|点数
12

101/2'

点数111"

91/42

7DNS

81

1DNS

64

'､IJ:数

8

1

|||雌

~r

3

合計,In)，（順位

401/21

321/22

263/43

233/44

235

池
一
〃
｜
〃
｜
〃
｜
〃

恥
一
吋
一
吋

天城11 WATA33: 2 ４〃
４
８
１

１ ２ 401/2

MAUPITI

PLUMERIAIII

N－320

SEV－32

SEV-32

OKR

７〃

３
｜
恥
－
１
’
４

321/2

2 8 91/4 6 ８
｜
Ⅲ
’
２

11/2 263/4

1403 VOLANSII ９
’
４

１
’
６
’
１

５
’
９

133/4

1592 CRAZYRAFT 9

1254 ii-j蝿 PON-10 ７ 3 DNS
"

2
1戸

10 DSQ 0 20 6

恥
一
帥

MARTHA

TOSHIIII

BW-33 ６
’
５
’
８

DNS
〃 ４

，
’
５

1 ″
″
″

１
１
１

１
ｌ
ｌ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｏ
０
０

２
６
４

１ 11／り
凡上/ﾑ４

’
７
’
８

181／2 ７
’
８
’
９

『 BW－33

TODA32

５
’
３

５
’
７

２
２
Ｊ
ノ
ー
１
７
４
１
１1088 INDEPENDENCE 2 DNS4

1/211623 EMILY－II NOL-30 ｌ
ｌ
２
－
６
ｌ
５

州
一
四
一
巧
一
肥

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
８
ｌ
胆

201/412 38 ９
｜
叫
一
６
８

１

０
１
１

２

２
１
５
３

２
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
７
ｌ
Ｍ
ｌ
６

４
２
２
２
２
２
２
２

ｊ
／
ノ
ノ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ

６
３
１
０
１
１
０
３
１
１
１
１
９

２
９
８
７
５

１
２
６
８
０
２
４
１
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第16号NORCだより昭和50年10月20日

本部主催の第2回三宅島レースが9月13日にレベル

レースウィーク200浬レースを兼ね開催された。エン

トリーは42艇，内％トナー9，％トナー20艇がレベル

レース参加艇であった。

サタドー岬を13日21時10分にトップ・で回航したCO-

NTESSAⅥがファーストフィニッシュし，クラス1

位，総合7位となった。

CONTESSAに続いて,なんと％トナーADORIANA

OSSOが22時30分,Fujillが23時15分，竜飛II"23時

42分,Maupitiが23時45分に回航し，前半早くも％トナ

ーが優位に立ち,CONTESSAを除き修正タイムの1

位から11位を独占する結果になった。

総合優勝は竜飛II,同2位JINVI,同3位ADRIANA

OSSOと％トナー勢の圧勝に終った。

第2回三宅レース
三宅レース，スタート

ｰ ハ一曹ゞシシ菅菅シンシシシシーシ曹曹シシーシシンン、

◎三宅島レース優勝雑記◎
ヘヘーー、一ヘヘーー

愈味をかみしめ，ここまでの遠く苦しかった遊のりをへ

たと．り，そして来たるべきあの神子〕心レースに思いを

はせていたに違いない。

去年の三宅。DABOHAZEIII･天城IIなと，の％

迎をすぐ･前ﾉﾉに見ながらゴールし，催勝かと思った時

のあのコミッテイの言葉「たしか少し前に“せらび”

とかいう光トンが入っていたよ」｡それ以来，勝てそう

で勝てない。二位や三位にはｲ111度かなったが，常にS

S30艦隊の他艇，せらびII･NIMBUSの大ii啼躍の前

「竜飛II」スキッパー佐藤良

鳥羽に統いて，またも三宅で総合催ll券である。ゴー

ルしてクルーの誰一人として歓声をあげなかった。そ

れまでのEMILY-II･JINVIとの数時間に及ぶ死ﾙﾘ

に疲れ果てていたのだろうか，いや，この勝fllの持つ

にじっと歯をくいしば')ながら今年の鳥羽を迎えた。

そして，イf廊沖での突然の風のプレ’北の上りになっ

てしまった。南へ〈･つとi中出していたわが艇は岸集団

と瓜位で15マイルの差、勝てるはずもない。料瀬オー

ナーと私はバースヘ入り込んでしまった。

そして三宅，深夜0時頃起きてみると，三宅を新,'ih

と誤認し，はるかに淵としてしまったとのクルーの弁。

サタドー灯台に|向Iけ2時間の逆潮レグが残ってしまっ

た。こりやあ勝てるはずかない。ところがこれも勝つ

一〆l士一一、ナ字
、、レーノj,－0

ますます、ヨットレースの持つとらえようもないこへ

の淡さに惹かれてしまう。そして，ヨットレースなる

ものをやってきて本当によかったと思っている。

第8回八丈島レース
CONTESSAW

完全優勝

嚇
卓棒

感
・
湾

NORC1975年度第8回八丈島レース成績表スタート10月9日10:00帆走委員長渡辺卓保
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第’6号NORCだより昭和50年10月20日

スタート時刻10：15

帆走委員長冊吉信雄
NOCR1975年度第2回三宅島レース成績表
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’'1戸理事は,FRPクルーザー|lil雌第一号"かまくら‐

のオーナ－て､，40年|jij後のレースでの御活雌ぶI)は御

存知のとうりです。協会においては，長年総務1.i1当理

事として活躍され，昨年より法政委員会担当として、

IMI'l安全法・職員法等，山砿した鮴問と取I)組まれて

おり,NORCとしても掛け枠のない方を失い残念です，

中戸理事(K.K・ジュビリー祉踵）は42才の働き盛り

であり，近くワントナーかまくらII新造を実行に侈さ

れることを楽しそうに語られていた様子か目に浮び，

今だになくなられたことか信じられない気持です。

！'1戸jJ胆偶の御j@W,'iを心から祈りたいと思います。
(15）

|’’ 中戸将治玉里事急荊

去る8)112日，中戸将袖理

聿は杏雲堂病院にて入院加療

｢'1のところ，膵臓ガンにて急

逝されました。

つい昨年の神子元レースの

コミッティを元気に務められ

ていたのにと，一同急な!il､報

に飴いた次輔です。

酔
騨
‐

鐵忍
弾
融
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第16回鳥引3バールレース 渡辺修治
…

、レースの概況

スター|､当日の8月8Ⅱ

暦の上では立秋である。

気図によると，北海道の

1 が伊良湖水道に近づくにつれ、風は強くなり，風力5

の西風となった。全艇スピンネーカーで快走し，15：

00のロールコール時には、ほとんどが浜名湖の南海面

に到達した。

御前崎まで60マイルの遠州灘のランニングは，一見

単純に見えるが，コースのひき方で大差がでた様であ

る。例えば，総合優勝の“竜飛1I,'とクラスⅥ1位の

は
天

束海上に低気圧があi), そ

こから南西にのびる寒冷前

線が八丈Iル附近を通って九

南海面に達し，その前線

真中にして，小笠原高気

とシベリア高気圧が「お

川南海面I @&MAUPTI''の艇跡を見ると96&竜飛11''は舞坂沖まで

を
圧

90°のコースで行き，そこで沖にだし金洲を通ってい

る。反対に"MAUPTI''は舞坂沖から御前崎に向け

し〈らまんじゅう」をしているかっこうであった。シ

ベリア高気圧は優勢なもので,5500mの職j空では零下

18℃の寒気団であるため，日本列島の天候は北海道か

ら九州まで不安定で，にわか雨や雷雨が起きやすいと

予報されていた。

参加申し込み艇は122隻あったが,DNSが16隻でて，

106隻が10:00ヨセマル灯浮標附近のスタートライン

をきった。(DNSの内，クラスVの,TIKIIII,'はスター

ト直前の接触蟠故のため航行不能と判断しリタイアした｡）

レース途中でDNFが7隻でたので完走艇は99隻となっ

た。参加艇数のクラス別の内訳を昭和48年，49年とく
らべると次の通りである。

て岸につっこんでいる。結果として，石廊崎S通過の

時刻は“竜飛II''の8月9日01:10に対して&&MAU-

PTI''は02:15とかなりの差がでている。
へ

日没後も吹き続けていた西風は，夜半に艇団が石廊

崎に近づくころ落ちて，東の微風から北東にふれまわ

った。昔から下田節にうたわれている「東はナライ（北

東風）で，石廊崎は西よ’あいの下田は出しの風」の

文句の通りとなった。

レースは下田沖でもう一つの山を迎えた。神子元島

回航から大島までの上りコースのひき方で大きな相違

がでてきたのである。例えばスリーQトナーで姉妹艇

の"MAUPTI,'と"TILDE,'のコースを見ると，早

くも01:00に石廊をかわした@､TILDE''が，フィニッ

シュまでに12時間30分も要しているのに，石廊回航が

02:15と遅れた"MAUPTI,'が11時間後,"TILDE､'Jg

り先にフッニッシュしている。この差は､@MAUPTI''

が神子元の南を通ってそのまま大島西岸をめざしたの

に,.TILDE"は神子元から爪木に突っこんだための遅

れの様である。‘､竜飛11''も，クラスⅥ1位となったQ

トナーの“美鳥”も神子元を大きく南に離して回り，

利烏をめざして成功している。8月9日の朝方,10~

12M/S吹いていた相模湾の北東風も，昼近くにはおへ
ちてきて，三崎近くにとつついていた先行艇と，遅れ

をとって大鳥附近にいた艇の差をさらに大きくした。

8月9日10時半すぎ，予想通り&､CONTESSAVI''

がET24H37M18Sでファースト・ホームし，二番手は

だいぶ遅れ‘､KAYSEVEN''がET26H51M15Sで

入ってきた。以下続々とをびこんできて,21:30に99

隻目がET35H29M37Sでフイニッシュし，レースは

無事終了した。

ﾗ壼一
I～II

III

Ⅳ

V

鵡
一
２
４
皿
調

僻
－
４
６
Ｍ
妬

年８
３
ｍ
創
昭
路
過
開

４

年々参加艇数は着実に塒えてきてはいるが，クラス

III(ワントナー)が減って,かわりにクラスV(ハーフト
ナー)，クラスⅥ(Qトナー）が増えてきていることが

わかる。鳥羽レースがNORCの東西組織を通じて最も

人気のあるレースであることから見て，参加艇99隻の

内，ハーフトンのクラスVとQトンのクラスⅥとで66

隻(Nクラス中に7隻入っているから73隻）入っているこ

とは．NORCのホットレーサーの分布を示す数字とし

て興味深い。

スターl､時の風は風力3の北西風で､あったか，艇団

2．レース成績

繩
１
’
２
３
４

クラス

1

11

Ⅳ

|111

艇娚

ConttessaVI

Kaysevnu

Maupti

Rvuo

クラス順位’

1～III-①

Ⅳ－①

I～III-②
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|ERC二応
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画
一
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一
Ｗ
一
蛇
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93474
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(秒）｜総合順位
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99818
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N-320

1GAMB-35

(16)

今
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認
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一
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総合順位
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Tilde

龍飛II

CT(秒）

74，663

71，574
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Ⅱ
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着順｜クラス CT(秒)|総合順位｜クラス順位艇名 デザイン|R(IR) ET(秒）
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クラス順位

BW-24

レース成紙を清順にならべて整理してみる。さらに

これをグラフにすると別図の様になる。グラフは横'lilll

がレーテイングR(フィー|､）で,縦軸が所要時間ET

（秒）となっており，各,I,IKの数字が着順である。
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レーティ

着順6は総合優勝の“龍飛II''でR=21.4フィート

ET=99050秒，修正時間CT=ET×TCF=71,

574秒である。6を通ってひかれているカーブは，そ

れぞれのレーテイングRの艇が､“龍飛II"と同じET

になるために必要な所要時間ETを示している。各ク

ラス毎の1位の艇が“龍飛II''と総合で'百1位となるた

めに．何秒1I1-<~フイニツシユしなければならないか、

つまり．､龍飛II"に何秒負けているかをカーブから読

むと，

25262728293031323334353637

ングR(IML)

から,“竜飛II''の走り方がいかに素晴らしかったかが

わかる。

このグラフからわかることは，

（1）ハーフトンのトッブグループ（6.8.10.13.14.15）

とスリーQトンのトップ°グループ。（3．5．7．9．11．

12)は良い勝負をしているが,ハーフトンの方か､やや

走')勝っている。

(2)Qトンのトップグルーフ°は，ハーフトンの|､ヅプ

グルーフ･に3時間の大差がついている。

（3）ハーフ|､ン，スリーQトンもセカンドグループに

なると大分遅れ,Qトンと一緒にフィニッシュして

いる。

（4）ワントン以上の大型艇は、数が少なかったが，一

般的にいって，今年の鳥羽レースはT.C.F.シス

テムの下では，大型艇には物足りなかったが,Q}

艇私

CONTESSA

MAUPTI

美烏

ET(")

88638

97934

116860

負けた秒

5413(IH30M13S)

3519(OH58M29S)

11526(3H12M6S)

クラスI～111

クラスⅣ

クラスⅥ

となる。新鋭Qトンのホットセーラーの艇団，クラ

スWで1位の“美鳥”でも3時間以上負けているのだ

(19)
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第1皿の鳥羽レースは，横浜スタート，鳥羽フイニ

ッシュであったが，参加艇は4盤で，私は飯島さんの

“さがみI1''のクルーとして参加した。瓜の弱いレー

スで，爪木崎と田牛で潮待ちアンカーをしたり，丹羽

さんの21フィート｣.CHITA'、と抜きつ抜かれつ菅島

水道でダッキングを繰返したことをなつかしく思いお

こす。今や参加申し込みは100隻を超え，鳥羽レース

はNORCの肢も人気のあるレースとなった。

今年のレースは帆走委員のお手伝いをさせてもらい，

フィニッシュのマークボートと無線の通信を扣当した

が，下記の点に気づいたのでレース委員会に対する提

案としたい。

(ｲ）50盤を超し,100隻近いフl)ートの一斉スタート

は危険だし懲味がないので，少なくともクラス1,11,

111,ⅣとクラスV,Ⅵの2艇団に分け(Nクラス

はそれぞれの大きさに応じて各艇IJIに入れる)15分～30分一

の間か〈をおいてスタートさせる。

(ﾛ）無線の使い方は，その目的を「安全確保」のため

に限定し，レース運び，レースの成績には全く無関係

とする。

州総合順位は記録上は興味があるが、レースのaw‐

ardとしてはテ,ザインポリシーの違うクラスIの

大型艇と，クラスⅥのQトンが競うのはあまり意味

がないので，オーバーオールの優勝カップは，フリー

トを二または三に分割してだすべきであろう。

ンにはかなり辛く，ハーフトン，スリーQトンにぴ

ったI)の海象であったといえる。

参考のために，昭和48年，49年のレースをふり返っ

てみると，48年のレースは，スタートからフイニッシ

ュまで追手の吹き放しの豪快なレースで;Rhapsody

Vivace,.の20H13M40Sのファーストホームを先頭に、

ワントン，スリーQトンのトップグループが21～22時

間代にフイニッシュした。総合優勝は24H10M54Sで

29蒲に入ったQトンの"TRACER,'で,2位以下はス

リーQトン，ワントンがlliめ，ハーフトンはあまりパ

ッとしなかった。昭和49年のレースは，風を探し，ひ

ろいながら走る典型的微風のレースで，さすがの､,C-

ONTESSAVI,､も，ファーストホームはしたものの，

37H20MO3Sを要した。総合優勝は40H50M12Sで8

着に入ったハーフトンの｣@Tachyon''で,2,3位が

Qトン，4位スリーQl､ン,6,7,8位ハーフトン

という調子で，小踊り艇に歩があった。当然の‘'1ながら、

T.C.F・システムの~卜では，昭和49年の様に時間

のかかった微風レースでは小型艇が有利で，昭fu48年

の様に強風の時間の知いレースでは大型艇が有ｲllであ

る。今年のレースは,I1#間は中間にきたが，良い瓜に

恵まれ，追手だけでなく‐|こりがあったため，ハーフト

ンとQトンの外洋での帆走ポテンシャルの差（デザイ

ンポリシーの差）がでてきた様に思える。

3．まとめと提案

鳥羽レース航跡図 小網代

35
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|■-ﾙｴｽブﾘ杯の龍悪霊’
ら『いやそのような形而上のものでなく，訳すと「海

洋の粘女(」ということでしょうか，椰洋に充満してい

て，これをllf吸し，触れることのできる，海を海らし

くしている澗力に柵ちた物r[と考・えて下さい｡」という

ML'}fでした。

「ではH:の人の考一えた厚形!I'[とか，エーテルのよう

なものですか」とききますと，「まあそういったものか

も知れません，とにかく榔洋にちゃんと存ｲ[するもの

ですJといった禅の公案のような具合で，恐れをなし

て引きさがった記憶があります。

ともあれ+¥さんは恐らく，そのメール・エスプリの

ただ!|!を北l)に走り,M-!脚愛勝されたわけです。心か

らおめでとうとII1しあげます。

……「メール・エスプ'ノとは何のこっちゃ」

という御質問に答えて……

このカップ・に彫られた文'i鳶は終生海を愛し、昨年74

1樋でなくなられた排人ﾒLIII猟さんの普かれたものです

もともとメLIIIさんにメール・エスプリなる倣文かあ

って，その枕のi'fll分にｲy,が川て参I)ます。liliはゆいこ

とですが，この越埆をﾒLlllさんからカップ･の橘にいた

だき，l31m1のパールレースの帆走委興陵をつとめた記

念に寄贈させていただきました。

--l史この言梁の,'戦味を「椰洋精神」ですかと111つた

(20）

メール･エスプリ杯の由来
東海支部長角田博


